
第２期大津市中心市街地活性化基本計画 概要 

 

 １．計画期間    

平成２５年４月から平成３０年３月（５ヵ年） 

 

 ２．計画区域 

     

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

３．基本理念、方針、目標等 

   基本理念：大津百町と琵琶湖を舞台とした暮らしと交流の創造都市へ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．２期計画フレーム 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．主な実施事業  ４４事業（行政主体２０事業、民間主体２４事業） 

            ※事業名に下線ありは民間事業 

（全エリアにまたがる事業）
①大津駅西地区第一種市街地再開発
②大津駅西第一土地区画整理事業
③旧東海道まちなみ整備事業
④県庁周辺県有地活用促進事業（旧滋賀会館、旧体育文化館等）
⑤まちなみ整備事業（町家修景）
⑥空き店舗再生支援事業
⑦大津駅前商店街再生整備事業
⑧滋賀県危機管理センター整備事業

①旧東海道まちなみ整備
②大津百町旧町名活用事業
③大津事件等資料館整備事業
④まちなみ整備（町家修景）
⑤登録文化財を活かしたまちづくり事業
⑥空き店舗再生支援事業
⑦大津駅前商店街再生整備事業
⑧町家等活用事業
⑨町家じょうほうかん運営事業
⑩札の辻高札場復元事業

①湖岸エリア・アートプロジェクト
②湖岸公園活用ソフト事業
③びわ湖大津エコセンタープロジェクト
④滋賀B級グルメバトル

主な事業

①イルミネーション事業（食灯祭）
②まちなかガイド事業
③歴史・文化・観光サイン設置事業
④旧大津公会堂・情報発信室活用
事業
⑤既存施設活用事業（秋の音楽祭）
⑥中心市街地活性化協議会運営支
援事業

駅・港を結ぶ動線リ
ニューアルによるにぎ
わい創出

町家等の活用による複
合的都市機能の充実

琵琶湖岸・港における
集客・交流機能の強化

目標

 

基本的な方針 活性化の目標 目標指標 基準値 目標値 

大津駅前・湖岸を結ぶ
都市機能の集約複合化 

目標① 

駅・港を結ぶ動線リニュー
アルによるにぎわい創出 

休日の歩行者 

・自転車通行量   

（人/日） 

9,387 

（H23） 

11,650 

（H29） 

大津百町の歴史・文化
を生かす暮らしとにぎ
わい創出 

目標② 

町家等の活用による複合
的都市機能の充実 

商店街における新
規商業店舗数（店） 

〔補助指標〕 

商店街の店舗数    

26 

（H19 

～23） 

46 

（H25 

 ～29） 

琵琶湖を生かす観光と
環境共生のまちづくり 

目標③ 

琵琶湖岸・港における集
客・交流機能の強化 

琵琶湖観光客 

入込数 

（万人/年） 

151.1 

（H23） 

160 

（H29） 

〔区域面積：約１６０ha〕

東海道

北国海道

琵琶湖

びわ湖ホール

なぎさのテラス

琵琶湖ホテル

浜大津
アーカス

大津港

滋賀県庁

市民会館

旧大津公会堂

大津赤十字病院

滋賀銀行本店

NTT

関西アーバン銀行

滋賀県
警察本部

大津びわ湖
合同庁舎

図書館

琵琶湖疏水

パルコ

義仲寺
逢坂山

まちなか交流館

曳山展示館

大津百町館

中央小学校

大津地方裁判所

京阪島ノ関

京阪石場

京阪三井寺

京阪上栄町

湖岸公園
おまつり広場

勤労福祉センター

滋賀労働局

中心市街地区域

駅・県庁周辺エリア

京阪浜大津駅

明日都浜大津

JR大津駅

湖岸エリア

大津百町エリア

 

基本方針 

 

 

 

 

目標 

１期計画の課題の整理 

 

  
組織体制 

の再構築 

２期計画 

JR 大津駅から 

湖岸エリアを結ぶ 

動線の再構築 

大津駅前・湖岸を 

結ぶ都市機能 

の集約・複合化 

琵琶湖を生かす 

観光と環境共生 

のまちづくり 

琵琶湖岸・港 

における集客・交流 

機能の強化 

町家等の活用 

による複合的 

都市機能の充実 

駅・港を結ぶ動線 

リニューアルによる 

にぎわい創出 

大津百町の歴史・文化 

を生かす暮らしと 

にぎわい創出 

大津百町の 

魅力の再構築 

湖岸エリアの 

集客・交流機能 

の強化 

中心市街地 

活性化協議会 

体制強化 

情報発信・提供 

の強化と充実 


